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豊かな自然に恵まれた大門町の丘陵地や射水平野には様々な遺跡が存在して

います。

二口油免遺跡は射水平野の最西端に位置し、平成 5年度に県営ほ場整備事業

に伴う試掘調査で確認された遺跡です。

平成 8年度には大門町二口土地区画整理事業に伴 う試掘調査でさらに観囲が

拡大されました。

事業範囲内約12,200♂の広大な面積において保存が不可能と判断されたため、

翌 9年度より記録保存を目的として本調査を実施 しています。

本年度は2年 目の調査ですが、弥生時代後期や奈良 ・平安時代の遺構 ・遺物

が検出され、この地には非常に長い間に渡つて人々が生活 していたことを示し

て くれました。

この報告書は、その成果が地域の歴史の理解や文化財の保護意識の高揚に寄

与できることを願つてまとめたものであります。

資料としてご活用頂けたら幸いに思います。

最後になりましたが、調査にあた り寛大なご理解 と多大なご協力を頂きまし

た大門町二口土地区画整理組合のみなさまに心より感謝申し上げます。

平成11年 3月

大門町教育委員会



例

本書は、富山県射水郡大門町に所在する二日油免遺跡の発掘調査報告書である。

調査は、富山高岡広域都市計画事業 二日土地区画整理事業に伴う本調査である。調査は大門町二日土地区画

整理組合と大門町との間に締結した委託契約に基づき、大門町教育委員会が実施した。

現地調査は1998年 6月 1日 ～12月 18日 まで行い、整理作業は現地調査開始より1999年 3月 25日 まで行つた。調査

面積は4,700だ である。

調査は、富山県埋蔵文化財センターの指導 協力を得て大門町教育委員会が実施した。調査担当者は下記のとお

りである。
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I口 遺跡 の立 地

二回油免遺跡は富山県の庄川下流の右岸に拡がる標高 7m前後の田園地帯に立地する。現在の

行政区画では射水郡大島町との境界に接する。一帯については古 くは三島野と呼ばれていた。湿

地帯に微高地が点在する風景を表現 したものと推察できよう。

転 じて、近景では標高が北に向かって緩やかに下がる平 らな地形である。これは昭和 9年、庄

川の大洪水の後に実施された耕地整理により、旧地形が改変されたものである。平成 8年度の試

掘調査では大門小学校西側及び、大門町立体育館西側の試掘 トレンチで、いわゆるピー ト層を確

認 してお り、以前は低湿地であつたことがよくわかる。標高は東に行 くにつれ緩やかに上昇 し、

西には現在の九ヶ用水に流れ落ちる地形である。

二口油免遺跡では標高 7m付近を境に遺構の検出状況に差異が生 じる。これは旧地形の影響に

因るところが大きいと思われる。

すなわち、近世に至るまで周辺の主な生活は標高 7m以上 と思われ、旧地形がそれよりも低け

れば遺構の分布は希薄になり、それ以上であれば近年の耕作 ・土地改良により削平を受けやすい

状態にあるといえる。このことからも遺構の分布による評価は慎重にすすめる必要性があると考

えられる。

オク

第 1図 調査対象地位置図 (S=1/25,000)
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Ⅱ.調査に至る経緯
大門町二口地内において土地区画整理事業が実施されることになり、平成 7年度の分布調査結

果を基に平成 8年度には試掘調査を実施した。その結果、大門中学校西側から九ヶ用水までの試

掘 トレンチにて多数の遺構・遺物が確認された。

そこで、大門町二口土地区画整理組合と大門町教育委員会との間に協議を持ち、合計12,200mワ

を対象として本調査を実施することとなった。平成 9年度は4,000m2に ついて調査を行った。

平成10年度は事業の早期完了を目標に、事業者から残り8,200m2全ての調査を依頼されたが、日

程上、大門教育委員会のみで調査を全うすることが不可能と判断されたため、一部について業者

発注することとなった。

平成10年度発掘調査面積8,200m2の 内、大門町教育委員会は、4,700m2を 受け持ってA地区とし、

残る3,500m2は B地区として大門町教育委員会の指導の元、側中部日本鉱業研究所が請負い、A・

B両地区同時に調査を実施した。

Ⅲ.調査の概要
1日 調査の方法
調査区の現状は回場であるため、 トレンチ設定後重機により耕作土の除去を行った。 トレンチ

は調査順に第 1～ 第 3ト レンチまで設定した。

一部対象区には区画整理後、国場に復旧するところもあることから、耕作土の取 り扱いを考慮

した。また、廃土を置くスペースに余裕がなかったため、第 1ト レンチ掘削中の廃土は第2ト レ

ンチに借り置きし、第 2・ 第 3ト レンチ掘削中は調査後の第 1ト レンチに廃上を集めた。

地区の設定は平成 9年度調査時に使用した国土座標をそのまま展開し、一辺10mの メッシュを

設定した。X軸に数字をあて、X=80.380mを 第5ラ インとし、北に10m毎に6・ 7… と続く。

Y軸にはアルファベットを用い、Y=-9.800mを Lと して、西から東にL・ M… と続ける。また、

地区名は東南角杭の名称を地区名とした。

遺構は検出後、遺構の種類に関わらず通し番号をつけて遺構番号とした。従って、調査の進展

により他の遺構に吸収されて欠呑になったものもある。また、平成 9年度の調査 トレンチが隣接

することから平成 9年度の遺構香号から連番にし、 2次 3次にまたがって検出した遺構は2次調

査の遺構番号を優先して使用した。

掘 り下げは土層の観察を行いながら慎重に行い、必要に応じて土層図を作成した。記録は写真

撮影を適時行い、実測図はラジコンヘリにより200分の 1ス ケールの写真撮影から50分の1ス ケー

ルの図面を作成した。

2.調 査

a 基本層序

上から1層 ・耕土、 2層 ・床土 (旧耕土)、 3層 。 (暗)茶褐色粘質土、 4層 ・黒褐色粘質土、

5層・暗青灰色シルト質粘土 (地山)である。

この内、遺構は 5層 で検出でき、弥生時代、奈良・平安時代のものが一面で見られた。3,4
層はほとんど遺存せず、そのために床土直下で遺構を検出できた箇所がほとんどである。また、

地山は北側に移動するにつれシルト系から砂質系に変化する傾向を示す。地山の一部では墳砂の

基部のような砂層が縞状に走る場所が認められた。
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第 2ト レンチ
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第2図 遺構配置図 (S=1/400)



b第 1・ 界 2ト レンチ

平成 9年度第2ト レンチの北側に続く地区である。

地形的には東から西に向けて序々に下がる。遺構の検出はトレンチ東側で顕著である。

以下に主な遺構を紹介する。

弥生時代

SD610

2次調査の第 1ト

S字状 に大 きく蛇

行 しなが ら第 2ト

レンチ東南角で浅

くな りつつ消滅す

る。消滅 した付近

には弥生期の遺構

が重な り合 ってい

る。この溝は SD

1001に合流 し、排

水路の役 目を果た

していたと思われ

る。埋土には黒褐

色上が入る。

SX585

平面は南 に円弧

を描 く直径約 7m

の半 円形である。

深 さは最 大 1 5cm

で、 くぼむ皿状の

凹地である。埋土

には黒褐色土が入

り、弥生土器細片

を多 く包含 してい

た。形状か ら住居

の残欠が考えられ

るが、柱穴・側溝

等が検出で きなか

つたので可能性の

指摘に止める。

レンチで S D08と して検出しているものと同一遺構である。幅約50cmを 測 り

第 3図 SD610・ SX585(S=1/200)
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中世～近世

SD450(SD605)。 SD602・ SD603

これらの溝状遺構は検出した遺構の中でも特に新 しいものの一つである。

S D450(S D605)は 幅約 2mを測 り、暗褐色粘質土が堆積する。検出の状況から第 1ト レン

チで確認 した S D450と 第 2ト レンチで確認 した S D6051ま 同一のものと判断できた。第 1ト レン

チ南辺から東西に約25mは 15° 方位をずらしてのび、直角に北側へ向きを変える。第 2ト レンチ

で方形区画 5の東辺に重なりながら北端をS D6021こ 合流する。

S D602は 調査区の北辺に沿って検出した。現在の大島町との町境をトレースするようにはしる。

方形区画5を 切つて、方形区画2と 合流する。排水路を兼ねた地境溝の可能性が高い。

S D603に ついては、 S D 602に 付随する施設と思われる。

方形区画1・ 2・ 3・ 4・ 5

方形区画は2次調査時に中世遺構の上にさらに方形の暗褐色砂質土の堆積を検出していたもの

である。 2次調査では一部のみの検出であったが、今次調査では全体を確認することができた。

《螺

一

一

キⅢⅢⅢ°'

キ 懲

10Q“

瞼

第 4図 方形区画2・ 3・ 4(S=1/300)
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遺構は区画 2・ 3・ 4が南北約32m。 東西約 6～ 7mの長方形で辺に沿って内側の四周に溝を巡ら

す。内部は検出面よりやや低 く削られてお り、検出時は平板な暗茶褐色の方形に見えるが、完掘

すると長方形に巡る溝に見える。 S D602と の切 りあい関係から区画 1・ 5と 2・ 3・ 4は時期差

があ り、区画 1・ 5が先行する。平面形 も 1・ 5は不定形である。各区画は溝によって連結 され

ている。また、区画内部にも溝がわずかに残る箇所 もある。この区画は水はけをよくするため四

周の溝 を深 くし、内部は畝を形成するような耕作 を行っているものと考えられることから、畠の

可能性が強い。区画と区画の間が離れるのは同種を密集させないという病害に対する配慮から、

根の浅い他種の作物をこの間で栽培していたと思われる。

弥生～古代

SD583

第 1～ 2ト レンチを北東方向に一直線にのびて、B地区に入つてからは北へ流れを変える溝であ

る。幅約1.8m、 深さ約70cmを 測 り、検出した長さは約65mで ある。断面形状は上部がす り鉢形で

底面はやや方形になるため、矢板状のものが使用されていた可能性がある。覆土は大 きく2種に分

かれ、方形を呈する底面近 くは黒掲色土で、す り鉢状を呈する上部は茶褐色上が入る。底部の黒褐

色土からは弥生土器が、上部の茶褐色土からは須恵器が出土 している。 S D 1001と 同じく、弥生期

の溝が奈良・平安時代に再利用されたものであると考えられる。

c第 3ト レンチ

トレンチ東部を流れるS D 1001の上面を茶褐色粘質土が覆い、その周辺にも広がる。ここでも

区画遺構が 5基確認できた。また北部中央では弥生期の上坑が検出でき、一括資料を得ることが

できた。

10T～ U区遺構群 (弥生時代 )

10T。 10U区 にまたが り、浅い遺構が集中する。特に S D618は トレンチの端で もあ り、

キ
1ls

O

③   o

漣
＼

やそ驀

第 5図 10T～ U区遺構群 (S=1/200)
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一部 しか図上に表れていないが、その北側のB地区で残 りの部分が検出されてお り、直径25m前

後の楕円形を呈する区画遺構であることが分かつている。この遺構の内部に柱穴と考えられる浅

い穴が多 く見 られ、平地式住居の残穴 と考えられるものも含 まれる。周堤基部がわずかながら検

出でき、その幅は約 3～ 3.5mを 波1る 。

SD617

推定周提帯内側に位置 し、弧を描 く。B地区でこの遺構の延長と思われる溝が検出されてお り、

直径25mの 区画を為すと考えられる。幅約30cm、 深さは約15cmを 測る。

SD618。 SD631

2条の溝 として検出したが、実際はB地区で確認 した区画溝の一部で、削平のため深い部分だ

けが残ったものと考えられる。B地区では、半円形を描いて検出し、本調査区境につながる。長

径25m、 短径 7mを 測る。A地区では中央に向けた分岐が見 られる。幅約 lm、 深度は20cm前後

を測る。遺物は弥生時代後期のものが多量に出土 している。

弥生～古代

SD1001

第 2次調査では、第 1ト レンチ

南西角から第 3ト レンチ北側壁 ま

で約50mに わた り緩やかに逆 S字

を描いている。今次調査では第 3

トレンチ南壁東側か ら、東壁中央

部に向かって一直線 に延びる、約

20mを検出 した。断面は深いV字

型であるが、肩部がやや崩れ広が

っている。幅約 2～ 2.5m、 深さ約

1.51nを 測る。

土層は弥生時代の層 と古代以降

の層 に大別できる。弥生時代の掘

割が埋 まりかけた後、奈良時代 に

その上をなぞって新たに掘 り込 ま

れている。弥生時代の層 も出土遺

物か らさらに大 きく2期 に分けら

れ、かな りの長期間使用 されたも

のと考えられる。

遺物の出土量は前回調査 を大幅

に下回るが、前回と同じく下層に

弥生土器、上層 には、須恵器・土

師質土器がまとまって出上 した。 第 6図  SD1001 (S=1/200)
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V口 ま とめ

・弥生時代から古墳時代にかけては、集落としての密度・拡がり。景観の時期的変遷をより明ら

かにする。

・古代～中 。近世について2次調査で検出された掘立柱建物群の規模・時期を絞り込む。

以上のことが 3次調査の課題であつた。結果としては近世のものと考えられる耕作が地山に達

していたため、遺構の遺存状況が悪く、遺構の拡がりを確認するに止まった。

しかし、弥生時代の成果としては、集落の境界と思われた S D 1001の 北西に平行するS D 583が

検出でき、住居の痕跡と考えられる遺構も数基、確認できた。

S D 583以 西にはほとんど遺構が見られず、ここで集落の境界になる可能性が強い。

S D 1001と S D 583を 環濠として捉えるか否かは、資料不足のため踏み込んで考えることは避け

るが、この集落における両溝の意味合いが重要になるものと考えられ、非常に興味深い。

本調査区の奈良・平安時代については、 S D 1001以北は遺構の分布が閑散としており、集落の

拡がりの終りを感じさせる。しかし、B地区北部では掘立柱建物が 2棟検出され、また、 S D 583

の延長がその建物遺構周辺まで廷びると、他の数条の溝と共に多量の古代遺物を含むことになる。

2次調査では6棟の掘立柱建物が検出されており、 2次調査区の南東に集落の中心の存在が考え

られ、今回検出したものは、その北端部になると考えられる。

近年、氷見市で新たに全長107mの 巨大前方後方墳の柳田布尾山古墳が確認された。また、婦中

町の県指定史跡勅使塚古墳は3世紀末の築造であると報告されている。弥生時代から古墳時代の

社会変革が見直されている中で、この地における弥生時代終末の軍事的性格を帯びた集落の有無

は、上記の古墳を支えた社会の成立を解明する上で特に要になると思われる。
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